	外部媒体を活用した若者向けターゲット広報


1. 目的と方向性
· ターゲットを若年層（新聞を読まない層）に絞り、一定の読者ユーザーを有する既存の外部媒体の「媒体力」を活用して、効果的・効率的に府政情報を発信する。
· 外部媒体の持つ、若年層の興味・関心を引き付ける企画・紙面を用いて、府政情報を発信する。
2. 事業の内容
（１）掲載内容
・　　次代を担う若者世代にも知ってほしい「大阪、関西の課題」や「府の取り組み・主張」

・　　就職サポートやキャリア支援、おでかけイベントや施設案内などの生活サポート情報
・　　消費生活や薬物乱用防止などの注意喚起情報

（２）事業実施方式（プロポーザル）

・　　広告代理店等へのコンペにより、一定の予算額での多用な提案・付加価値を求める

（３）必要費用
①コンペ審査費用　（84,000円）
・　　コンペ審査員（３人）　　（＠9000円×３H＋1,000円）×３人

②コンペ提案上限額（10,000,000円を上限価格とした提案を募集）
　提案例A　雑誌の紙面買取　（13,860,000円）
提案例B　フリーペーパーの紙面買取　（9,450,000円）


要求合計　１０，０８４，０００円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０，０８４千円
3. 期待される効果
1 これまで府政に対する関心の薄かった、また府からの情報アプローチが十分でなかった若年層に府政への興味・関心を引き起こすことが可能
2 大阪府に対する興味・関心・好感度の向上

＜A　雑誌の場合＞　

１回発行あたり、約５０％の人が記事を読むと仮定

１１万５千部×５０％×４回＝２３万人
＜B　フリーペーパーの場合＞　

１回発行あたり、約２５％の人が記事を読み、さらに各２人に口コミで伝わると仮定

１２万部×２５％×１２回＝３６万人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
3 効果測定

　　・プレゼント等をインセンティブとし、インターネット申請・申込みサービスによる

　　　意見・反応集約

　　・媒体紙面上の読者アンケートやプレゼントコーナーによる意見・反応集約　
　

以　上









想定される媒体　「●●雑誌」　　


・広告掲載料金　カラー２P　2,500,000／回（消費税除く）


・原稿作成料　　　　　　　　  　800,000／回（消費税除く）


・年間　４回掲載　　（25,000,000＋800,000）×1.05×４回＝13,860,000




















想定される媒体「●●ペーパー」


・広告掲載料金　中面カラー3段　（Ｗ248×Ｈ85mm）　


　750,000円／回（消費税除く）　　原稿作成料を含む　　　


・年間　１２回掲載　750,000×1.05×12回＝9,450,000








